
小規模多機能型居宅介護「サービス評価」 総括表 
 

法人名  
医療法人愛広会 代表者  

池田 弘  
法人・ 
事業所 
の特徴 

開設から 6 年目を迎えましたが、令和 5 年 12 月 1 日より看護小規模多機能型居宅介護に

事業所移行致しました。事業所名も新たに「ナーシングケアとよさか」と変更し、気持ちも

新たにスタートしています。同グループの尾山愛広苑や新潟リハビリテーション病院の協力

を得ながら、皆様が住み慣れた地域で安心して過ごす事ができるよう支援させて頂きます。 事業所名 ナーシングケアとよさか

（旧ﾘﾋﾞﾝｸﾞｻﾎﾟｰﾄとよさか） 管理者  
和田 美恵子 

 

出席者 
市町村職員 知見を有するもの 地域住民・地域団体 利用者 利用者家族 地域包括支援ｾﾝﾀｰ 近隣事業所 事業所職員 その他 合計 

人 1 人 2 人 1 人 1 人 1 人 1 人 2 人 人 9 人 
 

項  目 前回の改善計画 前回の改善計画に対する取組み・結果 意見 今回の改善計画 

Ａ．事業所自己評価の 
確認 

・意見が多く出されるようになって

きている為、共有して改善に活か

していく。 

・意見や疑問点など多く上がるよう

になり、現状や結果等を申し送り

ノートで共有を行っている。 

・今年度の開催は 1 回であったが、

毎回可否連絡を入れ、議事録を配

布している。 

・全職員が『共有』を念頭に置き、

様々なツールを最大限活用し確

実に実行できるようにする。 

Ｂ．事業所の 
しつらえ・環境 

・事業所内の消毒を日常化し、日頃

から蔓延防止を意識した対応を

取る。整理整頓を行い、誰もが気

持ちの良い環境を作っていく。 

・毎日の消毒を徹底している。 
 玄関には毎月ご利用者の作品を

飾り、誰もが気持ちの良い環境作

りを行っている。 

・看護小多機に移行した事により、重

度者を受け入れられる設備が整えら

れると受け入れの幅も広がると思い

ます。 

・看護小多機移行に伴い研修を実施

し、物品等も含め安心安全に過ご

せる環境を整備する。 

Ｃ．事業所と地域の 
かかわり 

・コロナも落ち着いてきている為、

地域行事への参加等で交流を図

る。又、運営推進会議等で情報交

換をさせて頂く。 

・感染症等の流行で地域の方との日

常的な交流は難しかったが、地域

行事の駅前植栽に参加させて頂

き交流の機会が持てた。 

・看護小多機に移行した事を地域の方

が利用しやすいように発信して欲し

いと思います。 
・PR しないともったいない。 

・看護小多機に移行し、どのような

方が利用できるのか地域行事へ

の参加や広報等を活用し伝えて

いく。 

Ｄ．地域に出向いて 
本人の暮らしを 
支える取組み 

・次年度の 4 月は花見の外出行事を

計画した。今後もコロナ前のよう

に皆様に喜んで頂ける外出の機

会を増やして行く。 

・お花見行事はドライブ 3 コースを

設け、ご利用者に選んで頂きなが

ら出かけ喜んで頂けました。他月

にも外出行事を実施しています。 

・自宅でのごみ捨てが困難な利用者に

は自治会長へ話を通し、指定日以外

での支援を行っている。これからも

地域資源を活用していくと良いと思

う。 

・重度化した方にも楽しんで頂ける

行事の企画や、地域資源を活用し

てできる事を増やして行く。 

Ｅ．運営推進会議を 
活かした取組み 

・メンバーの皆様より、安心してご

参加頂けるよう消毒等、環境を整

えていく。地域の方との関りをコ

ロナ前のように広げていく。 

・初回のみの開催となり、自己紹介

と館内見学を行った。議事録によ

り館内行事や地域行事等の意見

交換を行う事ができた。 

・感染症流行の影響があり、会議が開

催されず残念です。開催するときは

是非都合をつけて参加したいと思い

ます。 

・開催時には改めて看護小多機の紹

介や説明を行い、情報交換や交流

を深めたい。 

Ｆ．事業所の 
防災・災害対策 

・訓練実施後に不備の確認を行い、

必要時には改善を行っていく。各

災害による避難場所等の確認を

行い更新していく。 

・確実に行えるよう説明をしながら

訓練を行った。実践訓練も行い不

備が明らかになった為その改善

を行っている。 

・重度化した方も安全に避難できる

ようにして頂きたいと思います。 
・実践訓練を通して見えてくる課題

がある為、各種災害想定の実践訓

練を中心に行い、課題を解決して

いく。 



 


